
　親戚から「いい先生がおるよ」
とくまのなる在宅診療所の濱口
先生を紹介してもらったのが、在
宅医療を利用するきっかけでし
た。実際に診てもらうようになっ
て、一番ありがたいのは病院ま
で行かなくても、家で診てもらえ
ることですね。病院へ行くとなる
と、移動したり、待ったりするの
もだんだんと負担になるので、そ
れがないだけでも本当に助かっ
ています。
　私は、動けるうちはできるだけ
この家で暮らしたいと思っていま
す。自分で食事も作り、ヘルパー
の方や買い物の配達サービスにも
助けてもらっています。息子も毎
朝電話をくれて、近所の人もよく
声を掛けてくれるので、今のとこ
ろ困っていることはありません。
　年を重ねると、当たり前と思っ
ていたことが、本当はありがたい
ことだったと分かってきます。家
族がいて、まわりに気に掛けても
らい、こうして自分の家で暮らせ
ている。家にいて、先生に来ても
らって診てもらえることが、何よ
りうれしいですね。

妻　くまのなる在宅診療所の濱口
先生が在宅医療を行っていること
を知り、夫婦で話を聞きに行きま
した。主人が寝込むようになった
ことをきっかけに、自宅に来ても
らうようになりました。今では月
２回、夫婦そろって診てもらって
います。
夫　先生とは体のことだけじゃな
く、昔の話やいろんな話ができる
のがよいですね。
妻　私は運転ができないので、先
生が家まで来てくださるのは本当に
ありがたいです。何かあれば電話で
も相談できるので安心です。主人は
何度か入院しましたが、いつも「家
に帰りたい」と言っていました。
夫　やっぱり家が一番。家には、
あったかいものがあるような気が
するんです。最期までこの家にい
たいですね。
妻　これから病状が変わったとき
の不安もありますが、できるだけ
主人の願いをかなえてあげたいと
思っています。
夫　これからも家で過ごしたいで
す。そのためには、妻の言うこと
をよく聞くのが大切ですね。

　夫は 100 歳を超えた今も、住
み慣れた自宅で変わらず暮らし
ています。毎朝、新聞を読むの
が日課で、食事も好き嫌いせず、
野菜や果物もしっかり食べるよ
うにしています。
　夫が在宅医療を利用するよう
になったのは、日常生活で介助が
必要になったことがきっかけで
す。娘が手配してくれて、今は先
生が月２回、自宅まで診察に来て
くれます。ケアマネジャーや看護
師、ヘルパーの方にもお世話にな
り、本当にありがたいです。
　在宅医療を始めてからも、夫の
生活はそれほど変わっていません。
家族も近くに住んでいて、何かと
気にかけてくれますし、孫たちも
連絡をくれるので心強いですね。	
　夫は最後まで自宅で過ごしたい
と言っていますし、私もこれから
ずっと夫を自宅でみていきたいと
思っています。私自身も、やっぱ
り住み慣れた家が一番です。
　これからも夫婦で普段どおりの
生活を続けながら、支えてくれる
みなさんへの感謝の気持ちを大切
にしていきたいです。

　夫は入院中も「家に帰りたい」
と何度も話していました。病院や
施設で過ごす選択肢もありました
が、本人の希望をかなえてあげた
いと思い、家族で相談して自宅に
迎えることを決めました。
　不安がなかったわけではありま
せんが、訪問診療の先生や訪問看
護師、ヘルパー、ケアマネジャー
など、多くの方が支えてくれたこ
とで、自宅での生活を続けること
ができました。
　夫は家に帰ると表情も明るくな
り、好きなものを食べたり、近所
の人や知人と会ったりしながら、
住み慣れた家でおだやかに過ごし
ていました。最期の日も家族がそ
ばにおり、支えてくれたみなさん
にも見送ってもらうことができま
した。寂しさはありますが、本人
が一番望んでいた場所で過ごせた
ことに、後悔はありません。
　自宅での看取りは家族だけで抱
えるものではありません。支えてく
れる人たちのおかげで、安心して寄
り添うことができました。最期まで
一緒に過ごせた時間は、家族にとっ
てかけがえのない宝物です。

妻　夫は 90 歳まで本当に元気
で、亡くなる少し前まで車を運転
して、庭の草取りもしてくれてい
ました。病気が分かってからは、
あっという間でしたね。
娘　父はもともと人付き合いがあ
まり得意ではなく、病院も好きで
はなかったので、「家で過ごすの
が一番いいんじゃないか」と家族
で考えました。
妻　家で看取ると決めても、「痛
がったり、苦しんだりしたらどう
しよう」という不安はありまし
た。しかし、先生や看護師さんが
来てくれたので心強かったです。
夜には二人で話すこともでき、短
い時間でしたが、一緒に過ごせて
よかったと思います。
娘　自宅で過ごしたことで、家族
も自然に集まることができまし
た。大変なこともありましたが、
父が慣れ親しんだ家で家族に囲ま
れて過ごせたことは、本当によ
かったと思っています。
妻　最期も家族みんなでそばにい
ることができました。今振り返っ
ても、自宅で看取ることを選んで
よかったと思います。
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